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図髻館随想 もと図書館人の－人として－
文学部教授佐藤三郎
ると日本は中国に軍事的'三略行為ばかりしていた
ようなE､象を与えられるが、日中間にはこうした
文化的交渉の－面もあっつだことも知ってほしい
ものである。
それはともかくとして、こうしたことから、私
は昭和17年にその図＝館を離れて帰国し学校に勤
めるようになってからも、図＝館|こはいつも興味
を持ち、よその大学を訪れるような機会|こは、自
分からお願いしてそこの図書館を見せて頂くのが
常であった。よく図書館は大学のＩＤ臆だと云われ
るが、それは大学の顔でもある。書庫や閲覧室を
見れば、その大学の研究教育がどこに力点を置い
ているか、学生の質や勉学意欲がどの程度力の大
凡を端的に知ることが出来ると思う。六年前縁あ
って本学のお世話になること|こなった時も私はさ
っそく図書館の中を見せていただいた。その後も
!U要上わりと頻繁|こ書庫|こ出入し、まだ0寺には調
べ物をするだめ閲覧室で学生話君と席を並べて託
雪することも珍らしくない。本学には図書館の独
立した建物がまだなく、その点では薑'憾な状態で
あるが、＝l車の中はかなり充実していると思う。
私は図＝館については人並み以上に関ｌＵを持っ
ている。それは、教師としてまだ研究者のはしく
れとしていつも図＝館のお世話になっているから
だけではなく、かつて若い時の何年かを司書とし
て図書館に勤務し、図書の選定・購入・受入・分
類をはじめ、書庫や閲覧室の管理、読書案内など
まで、図書館員としての仕事に明け暮れる数年を
送って居り、図書館に対してはいわば故郷のよう
な気持もあるからである。
私が図書館員だつ7Eのは昭和13年から17年まで
の足かけ５年で、勤めていたのは、中国人にＢ本
の本を読んでＢ本を理解してもらう已的で外務省
が昭和'''１年|こ北京|こ設立した北京近代科学図書館
という図雪館である。ここは一般的な図書館業務
だけではなく、中国人のための日本語学校も(丼設
い日本を紹介するための出版・映写会、展覧会・
講演会などの企画実施もする、いわば華北におけ
る日本文化センターの役割を果していた機関で、
中国|則の文化機関とも協力し合っていた。華中に
は同じ巳的で設立された姉妹関係の卜涌Ｒ本近代
科学図雪館があった。日本の高校教科書などを貝
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し、４０年振りで北京を訪れた。中国の研究者達と
の懇談会があるというのでその会場に連れてゆか
れたが、思いがけなく、そこは私がかつて５年間
勤めていた図書館の場所であった。現在は中国社
会科学院の考古研究所として使用されているとの
ことであったが、ほとんどもとのままの建物や庭
園を見て、そぞろ'懐|日の念に耐えなかった。
なお、北京には、アメリカの援助|こよって建て
られたという宮殿のような立派な建物で蔵書の数
と質でも世界的に著名な北京図書館がある。特定
の条件にかなう場合|こは、研究者|こはそう広くは
ないか(固室の研究室が無料で継続的に貸与され、
他|ご余り使用者がないような本をつづけて何日か
使う場合には一々|昔出手続をしなくてもよいよう
|こ、（昔切り|こ研究室に置いておくことも出来るよ
うな制度もあり、私も時にはそうしたＩ更宣を享受
したことがあった。さすがに中国は文化を尊重す
る国だと感1Ｕしたものである。Ｂ本|こもああした
図薑館があったら、といつも思うことである。
少なくとも私の専門の国史学の分野について云え
ば、個々の問題を調べるの|こ文献の不十分なのは
やむを得ないが、基本的な図書は－通りは揃って
いると云ってもよく、他学に比しても大してひけ
をとらないと思う。国史だけではなく、東洋史の
先生方にうかがっても同じような御意貝であった。
特に感1Ｕしているのは、戦後中国で刊行されだ史
料的価値の高い大部の叢書類がよく購入されてい
ることである（書庫の奥の方と西|則の壁に沿う薑
jWlに収められているのがそれである)｡これは先輩
諸先生方の御努力と館当局の御巨`力によるものと
思う。ただ閲覧室|こ居て残念に思うことは、学生
の多くが静かに読書している中で、他人の迷惑を
考えず|こ隣近所の友人とおしゃべりに夢中|こなっ
ている人かまま見受けられることである。女子学
生の中にこうした人が己|こつくが、この点は読書
人として考えてほしいことである。
数年前、私は中国社会科学院の招待で、Ｂ中関
係史研究者訪中団の一員として半月間中国を旅行
本の魅力 ､〆
となると、「これはすぐ読んで、明日|こでも返し
て、合曰は資料の下見ということにしよう-,とな
り、二一|￣￣]顔で帰るからです。
妙|こ草花に関して詳しかったり、ハレー彗星|こ
興味津々なのは、この悪癖が影響しているのかも
しれません。この読書癖を患っている人にとって、
EZl髻館というものは、まことに親しみやすく、我
が家の本棚のようです。書庫を検索する度に、欲
しかった本を見つけると大層うれしく、すまして
並んでいる図書達を－冊ずつ、はしゃいで読んで
いくのも楽しいものです。
私にとって、図書館とは世界の多種多様な物事
が本というメディアを通して集合している文化の
カンヅメにみえます。そのカンヅメの魅力に負け
てしまって、合日も図書館へ疾走です。
ノ
文学部国語国文学専攻3年望月悦子
三年生になり、専門課目が増えてくると、どう
しても資料集めに、図書館へ奔走するようになり
ます。もちろん、キャッシュカードのような色と
りどりの図書利用券を利用している人もいるでし
ょうし、家に揃いの色の大判本が20ぐらい並んで
いて、「だいじようぶ」という人もいるでしょう。
私などは、前者の方でして、常時三枚程度のカー
ドを利用して、手あたりしだい読破していくタイ
プです。そして、読みたい本はすぐにでも読みた
いので、レポートの資料集めにいったはずなのに、
｜昔りてさ左本の|可冊かは、関係ないものに化けて
いることが、たまに起こります。絵や写真入りの
本を発見し、中昧を貝、思わず、｢きれいだなあ」
、
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法学部教授浜口金一郎
欝一
新しい社会をつくりあげていくためには、まづ
発想の転換が必要ですがＶ最初に、人間が孤立し
ている時代に終止符をうつことか必要です。
時代の転換期|こ、夢は社会的使命をおびたもの
でなければなりませんが、夢をいだいて前進する
とは、どういうことなのか、勘ちがいをしないよ
うにしなければなりません。
三人の知識人が、現代のさまざまな問題につい
て語りあった会話の記録であるこの本は、ユニー
クで、楽しく、お役に立つと思います。
会日の社会は、大多数の人達の考えに流され、
少数の正しい意見や警告を無視して、目先の利益
や自分さえ良ければ迎合しても良い風潮にある。
それがやがて社会の歪みとなり、結局自分や子供
達に跳返る事を忘れ我々は生活している。この本
は、１８８２年|こイブセン|こよって世に出され、
前述の事を警告した戯曲である。著者は、「最大
の強者は、世界にただ独り立つ人間である」と最
後に結んでいる。是非一度精読されたい。
私の鐺め尋この－鯛
(このページの本は図書館に入っています）
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神谷美恵子（1914-79）、津田塾をへて、精神
医学の道に進んだ。久しくライの長島辱牛扇の精
神科医として勤務。この『生きがいについて」は、
病苦に対面して、悲痛と孤独、)霊無と倦怠、理想
や人生への挫折など、ふかい人間愛とひろい視野
からの人間への洞察とをとおして、「生きがい」
について語りかけてくれる。きびしい人間疎外の
すすむ現代文明のさなかで、真の人生とはなにか、
まだ、真実の人間的な「生きがい」の発見につい
て、多くの示唆をあたえている。
１８歳のときに読んだゲーテの『ファウスト』が、
－人の生涯を変えだ。合もご|建在である細||忠氏
は、素封家の長男|こ生まれ将来を約束されていた
か、ゲーテの偉大性を万人|こ頒つことを人生の目
標|こ定めたことから、苦難なゲーテ文献の収集に
人生の全てを賭ける。援助を一切うけず、ゲーテ
を金儲けに利用しないことを|言条|こして、６０年か
け、世界屈指の図書館と伝われる東京ゲーテ記念
館を完成させた。名利をこの世に求めず、２１世紀
に役立つことを目指して会も努力するその姿は、
青年時の出会いの大切さを教えてくれる。
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人間の可能性と大学図書館の役割犬
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２．人間と文化人間の可能』性について
驚騨譲議;蕊鱸蕊灘藍
狸 ：
人間は、すべての人が欲求を持ち、発達する可
能''１生を秘めているものであると私は思っています。
私達が、日常生活の中て、さまざまな困難に遭
遇し、これを解決しようと努力する時、理想や目
標を考えながら行動しようとします。
人間は、個人として独立し、思考します。－万、
集団としての人間関係は意思決定の為のコミュニ
ケーションを必要とします。この媒体をするもの
か＝語であります。
他の動物と人間とか違うのは、道具と＝語を問
題解決の手段として使用して来たことだと思いま
す。これを正しく|吏用すれば、人間関係は発展し
共通認識も芽生え、発達もできるでしょう。
この使い方を誤ると、誤解が生じ、その結果と
して、対立・不正・暴力など|こ発展し、｜国人にお
いては、ストレスで悩むのが実状でしょう。集団
的な意見の対立があろうとも、相互に相手の立場
を認め合い、叉自己反省をし、他者の意見を自身
に吸収することがLl1要だと思います。
自分と異る考え方、意見ではあってもそれを正
しく間き、理解する姿勢が学問を志す者の態度で
あり、ひいては、共通理解と認識が得られるもの
と思います。
道具と言語の正しい使用|こよって、さらに文化
は発展し、人間の可能|生も切り開かれてゆくと思
います。
アベ□ンの野性児は、私達に次の教司||を教えて
くれます。
第一|こ、人間の成長発達の中で＝語のはたす役
害Uが大きいということ。第＝に、言語は、社会集
団の中で習得されるものであるということ。
人間は、過去から受け継いだ文化を、学習活動
を通じて自己に吸収し、思考・判断の基準を作り
ます。まだ直面する課題解決は、他者との協力態
勢かなければならないと思います。つまり文化と
人間は、相互相乗的な関係にあることを示してい
ると考えてよいのではないでしょうか。
たとえば図書資料は、過去の文化遺産を紙に記述
したものです。
この図書資料を揃えて、いつでも研究者・学生
の要求に応じて提供する役割を担っているのか図
書館です。
自己を啓発し、社会的な進歩を目指すだめ|こは
その墓盤の文化を共に発展させることだと私は考
えております。
蕊蕊鍵鱗咄謹§
３．大学図書館の役割と機能
|鍵蕊i;11鑿 唾圏圃争叫ｎ１鐘乱Ff#頑輯鞍騏、麹
大学の目的は教育と研究にあります。大学図書
館は、大学の目的である教育と研究を活発に行な
うだめの施設です。大学図書館には、図書館資料
の収集、管理とその効果的な運用を通じて、大学
における学生や教員の活動を援助するという大切
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協力することによって、解決される問題もたくさ
んあります。
貴重な財源を有効的に使うだめ|こも、資料の共
有が話し合われている昨合です。コンピューター
の発達により、目録か機WPI化され、全国的な総合
日録が作成されつつある今日、相互協力のネット
ワークを組むこと|こより、学術''１青報の流通を促進
することにもなると思います。
1985年現在大学の全蔵書は１億2000万冊と言わ
れています。今後も増え続ける'|胄報をいかに効率
よく使用するかが、現在の課題の－つであると思
います。オンラインネットワークの構築により、
機械検索が可能となり、分担収集・分担保存をは
かることかできれば、大学図書館はさらに発展す
ると思います。ファクシミリなどの通信技術の発
達も見逃せないことだと思います。
な役割があります。
大学図書館における機能は、(1)学生の学習と教
養のためのサービス機関。(2)学内における研究調
査のためのサービス機関。の２つに大別すること
ができると思います。(2)の学内における研究調査
とは教員ばかりでなく、学生にとってもそれはあ
てはまります。学生にとっても研究と調壹は、学
習活動の重要な部分であるからです。
従って、大学図書館は、学生や教員の調査研究・
学習活動にＩＵ要な資料を収集し、それを積極BDIこ
提供できるよう|こしなければなりません。大学図
書館がサービス機関として重要なことは、大学教
育への教育活動に参加していることであると思い
ます。そのためには、利用者が自分自身で必要と
する資料を探し出せるように援助しなければなり
ません。
たとえば、利用者と図書i§Ei資料を結びつける重
要な役割を果たすものに参考業務（レファレンス・
ワーク）があります。参考業務は、資料の検索の
方法や技術、参考図雪類の利用法などを利用者に
直接援助することが仕事です。
まだ、機能を円滑|こするためには、施設・設備
の改善、図書館予算の増額、図書館職員の資質も
重要な要素になってきます。
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人間の可能性において、図髻館は大きな意味を
もつと思います。人類の過去から受け継いだ文化
を記述によって残されたものが本であるとすれば、
gZl雲i；F1はその本または資料を利用者|こ橋渡しする
役割をもつものです。
過去から受け継いだ文化によって、過去を分析
し、現状を調査し、未来を予測する力を私たちは、
養ってゆかなければなりません。
個人では、資金面、資料収集の時間的・空間的
制約かあり、必要なすべての資料を収集すること
はできません。図書館を利用することによって、
それらの問題はある程度解決することができると
思います。
大学図書館は、学生や教員のみではなく、資料
を求める人全てに開放されることが望ましいと思
います。まだ大学そのものも、一般に開放し、生
涯教育に関わってゆくことも必要|こなってくると
思われます。
そのだめ|こも大学図書館の役割は益々重要|こな
ってくると思われます。
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４．大学図書量館の限界と発展
:蝋溌瀧議|霞露囎さ爵ﾍﾟｰｰ騨鐇 籔鱸蕊ｴ面面･巴弓子I眼四
現代は''１吉報化社会と言われており、'|胄報薑は'１０
年以前と比ぶべくもなく増大しています。またそ
の'|胄報を求める利用者も、多様化して来ています。
大学図薑館の予算は抑制される傾向にあり、あ
ふれる'情報を１館のみで収集することなど不可能
なことです。書庫スペースについて言えば、７Eと
え新館を建てたり、増築したりしても、いつかは
満杯となってしまいます。資料の小型化をはかり、
マイワ□化を実行してもやはりいつかは限界があ
るものです。
各図臺頷かそれぞれ解決しなければならない課
題も多々ありますが、いくつかの図書館が互いに
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工学部教授三浦隆俊
我々の生活|こ身近になった。
制御工学では、制御される側を制御対象と名づ
けている。工学の立場からは制御対象は物理系の
何物でも、可制御な対象物ならば、何んでもよい
のである。制御とは方法論の一種みたいなもので
あり、自然現象を観察し、自然の原理に従うこと
である。制御は自然なりといえる。私の研究は制
御工学の中で、制御対象の動的性質をつかむこと
にある。
１．制御の1歴史
社会科学、自然科学の中で、会から約200年前
の1788年ＪａｍｅｓＷａｔｔ（ワット)は蒸気機関を
振り玉調速機の発明により、安定した蒸気原動機
として、いわゆる産業革命をひきおこした。それ
以前の蒸気機関は、回転が安定しないばかりか、
時には振動したり、場合によっては暴走したり、
破壊したり、その取り扱いは困難を極めていた。
多種ある蒸気機関の中て、ＪａｍｅｓＷａｔｔの名
が歴史|ご残ったのは、回転数の制御に成功したか
らである。
回転数の制御に|更わ7,7E振り玉調速機の原理は、
回転が昇ると回転軸に取り付けられている振り玉
の円ＩＤ力によって蒸気を供給している弁の開度を
調節できたことによる。振り玉調速機が組込まれ
た力学系の研究はその道の専門家によって行なわ
れてきたが、約100年後の1877年Routh(ラウス)、
Hurwitz（フルビッツ)等により、より広い物理
系の安定判別理論を確立した。これによって、振
り玉調速機の制御の謎は解けたのである。
第二ZF世界大戦後になると、制御|こ関する大臺
の出版物が発行されるよう|こなった。制御|こ関す
る世界東西閂の様子は兵器の開発競走に便乗して、
宇宙空間□ケット、通信方式、産業用□ポット、
コンピュータ技術＼はては、電気釜にいたるまで
巳｡伝達関数との出会い－
学生の頃、私は学部の電気工学科に籍を置いて
いた。計篝尺をポケットに電気機械の設計|こ興味
をもっていた。ゼミナールの蓮見孝雄教授（現・
東京電機大学理事長）から米国直輸入の新刊雑誌
を手渡された。その中に、電動機の制御|こ関する
論文をみつけだ。初めて、一群の電動機列の動的
''１生質を表わす伝達関係の存在を知らされ7Eのであ
った。当時の私には、力学系の知識が欠除してい
た為、この伝達関数の存在を知ったとき、相当の
ショックを受けだ。まだ改めて、力学系の勉強を
する決意に燃え、早稲田大学大学院の帆足竹治先
生の研究室に通学し、先生のもとで力学系の勉強
を最初からやり直すことになった。これは私の抽
象的思考方法への展開能力の養成|こ為になった。
ゼミナールは運動の安定理論、最適性理論を６年、
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考えているかも知れないが、教員の意識は、学生
同様、新鮮なのである。年度初め、好気lＵ溢れる
学生が揃っている教室に入ると、何か8'F年度の学
生よりも期待感が大きいのである。私は、ここ数
年学生の気質の変化を教室の雰囲気から感じとっ
ている。
大学に居る者にとって、危険なことのひとつは
マンネリズムである。社会の発展はこれを許さな
い。学生の気質は時代の流れに鋭敏である。
私は教室の中で、学生気質を観測することを楽
しみにしている。以後の講義ノートの組合せを工
夫するだめである。
まだ、夏の集中ゼミナール、卒論勉学会も終り、
年に－度、薑の(言ﾘ''1の高原で、学生相手|こゴルフ
コンペを行なっている。制御研究室の学生さんは
さすがに打球の制御、可制御、不可制御を覚えて
くれる。人間が制御系に入ると、制御しようと思
えば思うほど、制御できなくなるのである。これ
はゴルフゲームの実習を通じて、学生さん達|ご理
解してもらっている。
良く学び、良く遊べ、勉強ばかりが人生ではな
い。教室を離れた時、緑の芝の上で、広々とした
林の中を、まだ朝日の昇る早朝、朝霧たなびく日
本アルプスを背景にのんびり、ゴルフを楽しむの
か私の楽しみである。
終り|こ結論として－＝、制御不能な物は制御し
ても無駄である。
まだこれらに関する海外文献等の研究であった。
機械工学科の高橋利衛教授の制御工学ゼミにも入
れていただき、双対回路のレポートには『秀』を戴
き大変嬉しかった。
Ｂ･留学体験
本学に勤めてからの研究生活の始まりは、学部
創設につきまとう雑学百般を処理することであつ
だ。やがて、研究生活の中頃、私のまわりには、
若い研究者か続々と揃いだした。
学部紀要|こ発表した論文を海外へ送付したとこ
ろ、MassachusettslnstltuteTech-
nology（Ｍ|丁)より歴史の古いRensselaer
Polyteohniclnstitute（ＲＰｌ.)のシステム
エ学科から客員助教授としての招待状をもらった。
本学からの許可もいただき、1970～1972年の２年
間、Ｇｅｒｈａｒｄｔ教授、Ｄｅ－Ｒｕｓｏ教授のもと
で画像処理、量子化器に関する研究を行なった。
ＲＰｌ・はＮ､Ｙ・ﾘIlllTroy市にある米国東部の最古
（1824年創立)の工科大学である。
この大学の図＝館はワリスマスと正日の元旦以
外は毎日、それは日曜日であろうが、国家の祝日
であろうが、朝８時から夜間の11時迄、毎日15時
間開館していた。機能的にも秀れレファレンスサ
ービス業務にも力を入れていた。灰皿から飲物の
サービスまでも、図書館で行なっているのには感
)Ｕしたものである。
留学先の大学でも、学部学生の図書館の利用は
日本と以ているように思う。大学院の学生の利用
が最も多いのであった。年々蔵書も増加し、図書
館の建直し問題とか、図書のマイクロフィルム化
も行なっていた。 llDjn1ijiiiiiiNIl■lﾛﾛﾛﾛ←四 郡Ｉ４.制御は楽し iｌ楽しみは毎年おとずれる。それは大学の授業が
最初に始まる４月である。初対面の学生も同様に
■
■
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ブックカバー 書庫検索
人間には顔がある。本の顔|こあたるものが表紙
（ブッワカバー）である。
本づくりにこの表紙はかなり重要な位置をしめ
る。表紙のデザイン次第で売れゆきに影響かでる
こともある。大学生協の行なった調壹では、本を
買うとき気になるものとして、３３％の人が表紙の
デザインをあげている。
私だちか本を手にした時まつ先|こ対面するブッ
クカバーは、本の内容を表わしている。－冊の本
は、著者と装訂者とか共同制作し7E芸術品である
と思う。
わが図書館では残念ながら、文庫本類を除いて、
ブッワカバーをすべて外してしまう。それまで|固
性を放っていた本は、その途端なんの変哲もない、
＜すんだ色のダダの本になってしまうということ
が往々|こしてある。
では、なぜブツクカバーを外してしまうのだろ
うか。処理が大変だからである。ブッワカバーを
残しておくには、ブックカバーと本が離れないよ
うにビニールでコーティングしなければならない。
図書館へは、毎年何万冊もの本が入ってくる。そ
の本のすべてにこの処理を施すとすれば大変な労
力がいる。
現在、ブッワカバーは図書館のボード|こ－部貼
るといった方法で、新言図書の案内に利用してい
る。本の顔でもあるブッワカバーを捨ててしまう
のは'|菅しいのと、利用者の皆さんかそれを見て、
読んでみようかなという気持ちになってくれれば
と願っている。
（浦田）
よく図＝館の図書を、開架図書室にある分だけ
だと勘違いしている人がいますが、これは大きな
間違いです。図書館蔵書のほんの－部でしかあり
ません。大部分の図書は大きな重い扉の中、害庫
に配架されているのです。書庫は開架図書室とは
違い、原則として利用者の自由な出入りができま
せん。しかし、書庫検索という制度を設けていま
す。この制度は利用者の資料調査上の便宜と利用
意欲の触発を目的とし、書｣菫に入って自分で現物
にあたり必要な図書を選ぶことができるものです。
図書の苣理という観点から人数制限（学生７人）
があり時として、チョットお待ちいただく事もあ
りますがそれだけのメリットはあるはずです。書
庫ではたくさんの図書か皆様のおいでをお待ちし
ています。書庫の中を歩いているときっとあなた
を呼んでいる図書の声が間こえてくるはずです。
一度書)菫の中を散見してみませんか。初めての方
には係員|こよる案内もあります。
（畏橋）
｜|編集後記|←
１０号を発行した時、この館報か皆さん|こどんな
ふうに読まれているかをアンケート調宣しましだ。
その中で、会後とりあげてほしいテーマとして、
推薦図書の紹介を望む声が、多数寄せられましだ。
そこで合口より、各学部の先生方に、感銘を受け
た本・学生にぜひ読んでもらい7Eい本を推薦して
いただくページを設けましだ。皆さんがそれらの
本を一読して下さることを希望します。
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